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開催期日 受講日数 定　員
2021年 11月19日㈮ １日 50名

12月  3日㈮ １日 50名
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2月25日㈮ １日 50名
3月18日㈮ １日 50名
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（※1）新規産業廃棄物処分試験に追加して新規収集運搬試験を受験することができます。 
（※2）新規特別管理産業廃棄物処分試験に追加して新規特別管理産業廃棄物収集運搬試験を受験することができます。
（※3）更新処分試験に追加して更新収集運搬試験を受験することができます。
（※4）試験日が追加されました。7月20日から受付が始まります。
　　　  すでにお申込み済みの方の会場変更は、7月20日以降にJWセンターにお電話でご連絡ください（03-5275-7115）。

講習会： 「講義」は事前に各自会社や自宅等でオンラインで受講し、「修了試験」は上記日程表に記載した試験会場に来
場して受験する２段階形式の講習会となります。

講習会の申込はインターネット申込みのみです。
詳細は講習会主催者のＪＷセンターのサイト　https://www.jwnet.or.jp　をご覧ください。

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の許可申請に関する講習会（新規・更新）
特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会

講習会試験日　近畿地区日程表

新規 更新
特別管理産業廃棄物

管理責任者試験産業廃棄物
収集運搬試験

産業廃棄物
処分試験（※1）

特別管理産業廃棄物
収集運搬試験

特別管理産業廃棄物
処分試験（※2） 収集運搬試験 処分試験（※3）

受講料 ¥30,500 ¥48,700 ¥46,600 ¥68,800 ¥19,900 ¥25,200 ¥13,800
2021年
5月

兵庫会場： 
　25日（午後）26日（午後）

兵庫会場： 
　25日（午前）26日（午前）

6月

大阪会場： 
　2日（午前）3日(午前） 
滋賀会場： 
　9日（午前）(午後） 
奈良会場： 
　 22日（午後）

大阪会場： 
 　2日（午後）3日（午後） 
奈良会場： 
　22日（午前） 
京都会場： 
　23日（午後）24日（午後） 
大阪会場： 
　23日（午後）24日（午後） 
奈良会場： 
　23日（午後）

京都会場： 
　23日（午前）
　24日（午前）

大阪会場： 
　23日（午前）24日（午前） 
奈良会場： 
　23日（午前）

7月 大阪会場： 
　27日（午前）28日（午前）

兵庫会場： 
　6日（午後）7日（午後） 
滋賀会場： 
　29日（午後）30日（午前）

兵庫会場： 
　6日（午前）7日（午前） 
大阪会場： 
　27日（午後）28日（午後） 
滋賀会場： 
　29日（午前）

8月
和歌山会場： 
　3日（午前） 
兵庫会場： 
　24日（午前）26日（午後）

兵庫会場： 
　25日（午後）
　26日（午前）

兵庫会場： 
　24日（午後）
　25日（午前）

和歌山会場： 
　3日（午後）4日（午前）

和歌山会場： 
　4日（午後）

9月
京都会場： 
　8日（午後）9日（午前） 
兵庫会場： 
　29日（午後）30日（午前）

京都会場： 
　8日（午前）10日（午後） 
大阪会場： 
　8日（午後）9日（午後） 
兵庫会場： 
　28日（午前）30日（午後）

兵庫会場： 
　28日（午後）
　29日（午前）

大阪会場： 
　8日（午前）9日（午前） 
京都会場： 
　9日（午後）10日（午前）

10月
大阪会場： 
　13日（午後）14日（午前）
京都会場： 
　26日（午前）

京都会場： 
　27日（午前）

大阪会場： 
　12日（午後）

大阪会場： 
　13日（午前） 
奈良会場： 
　22日（午前）（午後）
京都会場： 
　27日（午後）

京都会場： 
　26日（午後）

大阪会場： 
　12日（午前）14日（午後）

11月 大阪会場： 
　11日（午前）

大阪会場： 
　10日（午後） 
京都会場： 
　26日（午前）（午後）

大阪会場： 
　10日（午前）11日（午後）

12月 大阪会場： 
　15日（午後）16日（午前）

兵庫会場： 
　14日（午後）15日（午後）

大阪会場： 
　15日（午前）

兵庫会場： 
　14日（午前）15日（午前） 
大阪会場： 
　16日（午後）

2022年 

1月
兵庫会場： 
　19日（午前）20日（午前）

大阪会場： 
　13日（午後）14日（午後） 
兵庫会場： 
　19日（午後）

大阪会場： 
　13日（午前）14日（午前） 
兵庫会場： 
　20日（午後）

2月 大阪会場： 
　2日（午後）3日（午後）

大阪会場： 
　3日（午前）

大阪会場： 
　2日（午前）

和歌山会場： 
　9日（午前）（午後） 
京都会場： 
　17日（午後）18日（午後） 
兵庫会場： 
　18日（午後）

京都会場： 
　17日（午前）18日（午前） 
兵庫会場： 
　18日（午前）

3月 京都会場： 
　1日（午後）2日（午後）

京都会場： 
　1日（午前）
　2日（午前）

大阪会場： 
　9日（午後）10日（午後） 
滋賀会場： 
　10日（午後）11日（午後）

大阪会場： 
　10日（午前）

大阪会場： 
　9日（午前） 
滋賀会場： 
　10日（午前）11日（午前）

（午前）9：50開始　　（午後）13：30開始
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　　　　　　（令和３年４月６日環境省環境再生・資源循環局）　�  　 ２

行�政�情�報● 　�  　 ２２
　　　　　　⃝人材認定等事業の登録について（令和３年６月30日環政総発第2106302号）
　　　　　　⃝�令和３年７月の緊急事態宣言を踏まえた新型コロナウイルス感染症に係る廃棄物の
　　　　　　　円滑な処理等について（令和３年７月12日事務連絡）
　　　　　　⃝単回使用の医療機器の再製造等に係る取扱いについて
　　　　　　　（令和３年９月９日環循規発第2109091号・薬生機審発0909第１号）
　　　　　　⃝�令和４年度から、本市発注の工事請負契約及び業務委託契約での産業廃棄物の処理
　　　　　　　について、『電子マニフェスト』を使用します。（令和３年７月大阪市）
　　　　　　⃝�大阪湾フェニックスセンター大阪基地のご案内（大阪湾広域臨海環境整備センター）
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事�業�案�内● 　�  　 40

入退会情報● 　�  　 41
　　　　　　　⃝入会のメリット　　⃝交付願

会�員�紹�介● 株式会社高産 　�  　 4２
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編�集�後�記● 　�  　 53
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環政総発第2106302号
令和３年６月30日

公益社団法人 大阪府産業資源循環協会
代表理事　片　渕　昭　人　殿

環境大臣　小　泉　進次郎
（公 印 省 略）

人材認定等事業の登録について

　令和３年６月８日付けをもって申請のありました事業について、環境教育等による環境保全の取
組の促進に関する法律第11条第４項の規定に基づき登録したので通知します。

氏名又は名称及び住所並び
に法人にあっては、その代
表者の氏名

公益社団法人　大阪府産業資源循環協会
大阪府大阪市中央区農人橋１丁目１番22号　大江ビル３Ｆ
代表理事　片渕　昭人

事業の名称 廃棄物管理士講習会（考査を含む）

（担当）　　　　　　　　　
環境省大臣官房総合政策課

環境教育推進室
担当者氏名　河地　謙典

電話　03－5521－8231
FAX　03－3593－7195

e-mail sokan-kyoiku@env.go.jp



C 　 L 　 E 　 A 　 N 　    L 　 I 　 F 　 E

232021.9 Clean Life 

C 　 L 　 E 　 A 　 N 　    L 　 I 　 F 　 E

23

行政情報　　� ADMINISTRATION INFORMATION

事 　務 　連 　絡
令和３年７月12日

各都道府県・政令市
　一般廃棄物行政主管部（局）御中
　産業廃棄物行政主管部（局）御中

環境省環境再生・資源循環局廃棄物適正処理推進課
廃棄物規制課

令和３年７月の緊急事態宣言を踏まえた
新型コロナウイルス感染症に係る廃棄物の円滑な処理等について

　廃棄物行政の推進については、かねてより格別の御尽力をいただき御礼申し上げます。
　今般、緊急事態措置を実施すべき区域（以下「緊急事態措置区域」という。）について、７月12
日から８月22日までを期間として東京都が追加されるとともに、沖縄県において緊急事態措置を
実施すべき期間が８月22日まで延長されました。また、まん延防止等重点措置を実施すべき区域
（以下「重点措置区域」という。）について、北海道、東京都、愛知県、京都府、兵庫県及び福岡
県において７月11日をもってまん延防止等重点措置を実施すべき期間が終了するとともに、埼玉
県、千葉県、神奈川県及び大阪府においてまん延防止等重点措置を実施すべき期間が８月22日ま
で延長されました。これらに伴って別添のとおり、内閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室
から事務連絡が発出されました。
　こうした状況にあっても、「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」（新型コロナウイ
ルス感染症対策本部決定）において廃棄物の処理業者その他の廃棄物の処理に関わる事業者は、
「国民生活・国民経済の安定確保に不可欠な業務を行う事業者」として位置付けられていることか
ら、引き続き新型コロナウイルス感染症に係る廃棄物を適正に処理しつつ、それ以外の廃棄物の処
理についても安定的に業務を継続することが求められます。
　このことを踏まえ、緊急事態措置の対象となる区域や重点措置区域を始めとする感染拡大が見ら
れる地域におかれましては、下記内容を確認の上で、貴管内廃棄物処理業者、排出事業者及び市区
町村に必要な事項を改めて周知する等により、廃棄物処理における新型コロナウイルス感染症対策
のより一層適切な実施を通じた、貴管内の廃棄物の適正な処理及び処理業務の安定的な継続に遺漏
なきようお願いいたします。

記

第一　新型コロナウイルス感染症に係る廃棄物の適正な処理について
　廃棄物処理における新型コロナウイルス感染症に係る感染症対策については、「廃棄物処理にお
ける新型コロナウイルスに関連した感染症対策について（通知）」（令和２年１月22日付け環循適
発第2001225号・環循規発第2001223号環境省環境再生・資源循環局長通知）において「廃
棄物処理法に基づく感染性廃棄物処理マニュアルⅰ」（平成30年３月）に基づく対策について通知
したことを始めとして、令和２年９月７日には、廃棄物処理業者のみならず、排出者や地方公共団
体を始めとする関係主体も対象に含めた上で、新型コロナウイルスの感染が拡大している状況下に
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おいて、排出時の感染防止策、適正な処理のために講ずべき対策、処理体制の維持のためにとるべ
き措置等について取りまとめ、「『廃棄物に関する新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインⅱ』
について（通知）」（令和２年９月７日付け環循適発第2009074号・環循規発第2009072号環
境省環境再生・資源循環局長通知）により通知したところです。
　これらの内容を参照いただきつつ、排出者や廃棄物処理業者において特に次の事項に留意して新
型コロナウイルス感染症に係る廃棄物が適正に処理されるよう、指導等をお願いいたします。

・ 医療関係機関等から排出される感染性廃棄物の処理に当たっては、感染性廃棄物以外の廃棄物が
混入するおそれがないように保管すること、腐敗のおそれのある廃棄物は腐敗しないようにする
こと、排出の際に廃棄物の種類や性状に応じた容器を選ぶこと及び容器に入れて密閉し感染性廃
棄物である旨を表示すること。

・ 新型コロナウイルスに係る感染性廃棄物は、その他の感染性廃棄物と同様に廃棄物処理法の処理
基準に従って処理することが可能であるため、これらを分別することや特別な表示を行うことな
どを求めることは、とりわけ優先的に処理する必要があるなどの正当な理由が無い限り慎むこと。

・ 医療関係機関等以外の宿泊療養施設等から排出される新型コロナウイルス感染症に係る廃棄物
は、排出に当たって廃棄物に直接触れないこと、ごみ袋は廃棄物がいっぱいになる前にしっかり
縛って封をして排出すること及び廃棄物を捨てた後は石けん等を使って手を洗うこと。

・ 宿泊療養施設等から排出される新型コロナウイルス感染症に係る廃棄物を、より慎重な対応とし
て感染性廃棄物に準じて処理することも考えられるが、それにより当該廃棄物及び感染性廃棄物
の処理がひっ迫し、かえって公衆衛生上のリスクが高まる可能性があることから、このような対
応については周辺の廃棄物処理体制の状況を十分に配慮した上で、合理的に判断すること。

第二　安定的な廃棄物処理業の継続について
　廃棄物処理業を安定的に継続するに当たっては、危機管理体制や感染防止策、事業継続に必要な
人員及び物資の確保等をあらかじめ検討することが有効であると考えられます。そのため、「廃棄
物に関する新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」も参照しつつ、新型コロナウイルス感染
症を対象とした廃棄物処理事業継続計画を策定することについて、改めて貴管内廃棄物処理業者及
び市区町村へ周知を行っていただき、特に一般廃棄物の統括的処理責任を有する市区町村において
は廃棄物処理業者と協力の上で早急な検討が実施されるよう働きかけをお願いいたします。

第三　ワクチンの接種に伴って排出される廃棄物の処理について
　新型コロナウイルス感染症のまん延予防のため当該感染症に係るワクチンの接種が実施されてい
るところであり、当該ワクチンの接種に伴って排出される廃棄物（以下「ワクチン接種の廃棄物」
という。）の処理については、「新型コロナウイルス感染症に係るワクチンの接種に伴い排出される
廃棄物の処理について（通知）ⅲ」（令和３年４月２日付け環循適発第2104021号・環循規発第
2104021号環境省環境再生・資源循環局廃棄物適正処理推進課長・廃棄物規制課長通知）によ
り留意事項等を整理して通知したところです。
　産業廃棄物行政主管部（局）におかれてはこの内容を参照いただきつつ、ワクチン接種の廃棄物が
適正かつ円滑に処理されるよう必要な措置を講じることとし、排出者や廃棄物処理業者において特
に次の事項に留意してワクチン接種の廃棄物が円滑に処理されるよう、指導等をお願いいたします。

・ 第一において、感染性廃棄物に関して特に留意する事項として記載した内容に加えて、特に注射
針等の鋭利なものについては、プラスチック製容器等の耐貫通性のある堅牢な廃棄物容器を用い
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ること。
・ 廃棄物容器内の感染性廃棄物量が少量の状態でむやみに密閉され、排出される廃棄物容器の数を

増加させることは処理の逼迫を引き起こすおそれがあるため、排出事業者においては適当な大き
さの容器を選択することや、ワクチン接種の廃棄物とその他の感染性廃棄物を梱包する廃棄物容
器を区別しないこと。

第四　環境省への情報提供等について
　令和３年４月26日付けの事務連絡等において、一般廃棄物処理に携わる関係者（市区町村職
員、委託業者、許可業者等）でクラスターが発生した場合には市区町村から廃棄物適正処理推進課
及び各地方環境事務所に御連絡を頂くよう、貴管内市区町村に御周知をお願いし、産業廃棄物処理
業者でクラスターが発生した場合には都道府県・政令市から廃棄物規制課及び各地方環境事務所に
御連絡を頂くよう、貴管内産業廃棄物処理業者に御周知をお願いしていたところです。そのクラス
ターの感染源や感染経路に関する保健所等の見解、今後実施される感染防止対策、廃棄物処理の継
続に係る今後の対応等についても、環境省において状況等を把握の上で必要な検討を実施するた
め、可能な範囲で併せて情報提供をお願いいたします。
　また、ワクチン接種の廃棄物、その他の感染性廃棄物及び宿泊療養施設等から排出される新型コ
ロナウイルス感染症に係る廃棄物について、都道府県を越える広域的な処理の調整が必要な場合
や、適正かつ円滑な処理に支障が生じる又はそのおそれが予見される場合においても、環境省に前
広に御相談、情報共有等をくださいますようお願いいたします。

第五　その他
　上述した「廃棄物処理法に基づく感染性廃棄物処理マニュアル」「廃棄物に関する新型コロナウ
イルス感染症対策ガイドライン」のほか、新型コロナウイルスに係る廃棄物対策のチラシ及び動
画、地方公共団体における各種対策事例ⅳ、廃棄物処理における新型コロナウイルス感染症対策に
関するＱ＆Ａⅴ、これまで発出した通知の内容ⅵについて、貴管内廃棄物処理業者、排出事業者及
び市区町村に改めて周知いただき、廃棄物処理における新型コロナウイルス感染症対策の適切な実
施を通じた、貴管内の廃棄物の適正な処理及び処理業務の安定的な継続に遺漏なきようお願いいた
します。
　また、感染拡大防止のためには接触機会の低減を図ることが重要であり、特に緊急事態措置区域
及び重点措置区域では「出勤者数の７割削減」を目指すとされています。廃棄物処理業者は廃棄物
の適正処理のための事業継続を最優先にしつつ、オフィス部門等の可能な範囲での在宅勤務（テレ
ワーク）や、出勤が必要な部門でもローテーション勤務等を行うことが望まれるところです。各廃
棄物行政主管部（局）におかれても、在宅勤務（テレワーク）や時差出勤の促進等による出勤者数
の抑制や、申請・届出等のオンライン（電子メールを含む。）や郵送による実施について、一層推
進していただくようお願いいたします。 以上

ⅰ　http://www.env.go.jp/recycle/misc/kansen-manual１.pdf 
ⅱ　http://www.env.go.jp/recycle/coronagaidorain.pdf 
ⅲ　http://www.env.go.jp/recycle/waste/sp_contr/infection/20210402.pdf
ⅳ　http://www.env.go.jp/recycle/waste/sp_contr/infection/coronakoho.html 
ⅴ　http://www.env.go.jp/recycle/waste/sp_contr/infection/coronaqa/index.html
ⅵ　http://www.env.go.jp/recycle/waste/sp_contr/infection/coronatsuchi.html 
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環循規発第2109091号 
薬生機審発0909第１号 
令 和 ３ 年 ９ 月 ９ 日

 

各⎧都道府県⎫
⎩政 令 市⎭ ⎧産業廃棄物⎫

⎩衛　　　生⎭主管部（局）長　殿

環境省環境再生・資源循環局廃棄物規制課長　　　 
（公　印　省　略）　　　　　　　 

厚生労働省医薬・生活衛生局医療機器審査管理課長 
（公　印　省　略）　　　　　　　 

単回使用の医療機器の再製造等に係る取扱いについて

　単回使用の医療機器（１回限り使用できることとされている医療機器をいう。 以下同じ。
Single-use Device; SUD）の再製造（単回使用の医療機器が使用された後、新たに製造販売を
することを目的として、これに検査、分解、洗浄及び滅菌その他必要な処理を行うことをいう。以
下同じ。）及びこれに必要な単回使用の医療機器の収集、運搬、保管等（以下「単回使用の医療機
器の再製造等」という。）については、「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に
関する法律」（昭和35年法律第145号。以下「医薬品医療機器等法」という。）及び医薬品医療機
器等法関連法令（以下医薬品医療機器等法と併せて単に「医薬品医療機器等法関連法令」とい
う。）によりその方法が定められているところです。 
　今般、下記のとおり取り扱うこととしましたので、御了知の上、貴管内関係業者に対し周知方御
配慮お願いいたします。 
　本通知は、令和３年９月９日から施行します。

記

　医薬品医療機器等法関連法令に従って行う単回使用の医療機器の再製造等に当たっては、医薬品
医療機器等法関連法令が廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号。以下「廃
棄物処理法」という。）に優先して適用されるため、廃棄物処理法の規定によらず、医薬品医療機
器等法関連法令の規定に従うべきこと。
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Ｑ１�　単回使用の医療機器の再製造等に関して、医薬品医療機器等法関連法令が廃棄物処理法に
優先して適用されるということは、具体的にどういうことか。�

Ａ１ 　医薬品医療機器等法第23条の２の５第１項又は第23条の２の17第１項に基づき、単回使
用の医療機器を再製造等したもの（以下「再製造単回使用医療機器」という。）の製造販売承
認を取得し、「再製造単回使用医療機器基準」（平成29年７月31日厚生労働省告示第261号。
以下「再製造基準」という。）及び承認内容に従って、単回使用の医療機器の再製造のための
医療機関における保管、医療機関からの収集、再製造を行う製造所への運搬、再製造を行う製
造所において使用済み単回使用の医療機器の再製造に必要な処理が行われる場合には、廃棄物
処理法に基づく産業廃棄物処理業及び特別管理産業廃棄物処理業の許可並びに産業廃棄物処理
施設の設置の許可を不要とすること等があげられる。 

 

Ｑ２�　単回使用の医療機器の再製造等に関して、医薬品医療機器等法関連法令が廃棄物処理法に
優先して適用されるということは、再製造単回使用医療機器の製造工程の全てについて、廃
棄物処理法の適用外になるということか。��

Ａ２ 　医薬品医療機器等法関連法令、これに基づく再製造単回使用医療機器の再製造基準及び承認
内容に従っていない場合、すなわち、医薬品医療機器等法に基づく製造販売承認を取得してい
ない単回使用の医療機器の再製造等であって、当該使用済み単回使用の医療機器が、廃棄物と
判断された場合は、廃棄物処理法が適用され、さらには、当該再製造に伴う製造販売は医薬品
医療機器等法関連法令違反にも該当することに引き続き留意すること。

 

Ｑ３�　単回使用の医療機器の再製造等には、医薬品医療機器等法関連法令により、生活環境の保
全上支障のないよう措置が講じられているのか。

Ａ３ 　医薬品医療機器等法に基づき、再製造基準が定められており、使用済み単回使用の医療機器
は、当該再製造基準に従うことで、容器に密閉された状態で、再製造単回使用医療機器の製造
販売業者により、医療機関から引き取られ、運搬される等の措置がとられることとなるから、
生活環境の保全上支障のないことが規定上は確保されている。

Ｑ４�　単回使用の医療機器の再製造等に関して、医薬品医療機器等法関連法令が廃棄物処理法に
優先して適用されるということは、使用済み単回使用の医療機器は廃棄物ではないということか。�

Ａ４ 　廃棄物に該当するか否かについては、廃棄物処理法の規制の対象となる行為ごとに、その着
手時点における客観的状況から、物の性状、排出の状況、通常の取扱い形態、取引価値の有無
及び占有者の意思等を総合的に勘案して判断する必要がある。医薬品医療機器等法に基づき再
製造単回使用医療機器の製造販売承認を取得し、再製造基準及び承認内容に従って、使用済み
単回使用の医療機器を医療機関から引き取り、再製造等を行う場合には、当該使用済み単回使
用の医療機器が、廃棄物に該当するか否かにかかわらず、当該単回使用の医療機器の再製造等
については、廃棄物処理法が適用されない。 

単回使用の医療機器の再製造等に関するQ&A 
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Ｑ５�　使用済み単回使用の医療機器であって、再製造の用に供さずに廃棄されるものについて
は、廃棄物処理法はどのように適用されるのか。

Ａ５ 　使用済み単回使用の医療機器であっても、排出の段階で再製造の用に供さずに廃棄される予
定のものは、医薬品医療機器等法関連法令が適用されないため、廃棄物処理法に基づき、使用
済み単回使用の医療機器を排出した医療機関が排出事業者として、自ら処理を行い、又は産業
廃棄物処理業者に処理を委託すること等が必要である。

　　 　また、単回使用の医療機器の再製造等の工程において生ずる廃棄物（副産物等）について
は、廃棄物処理法が適用されるため、その単回使用の医療機器の再製造等の工程を担う製造販
売業者が排出事業者として、廃棄物処理法に基づいて自ら処理を行い、又は産業廃棄物処理業
者に処理を委託すること等が必要である。  

Ｑ６�　単回使用の医療機器の再製造の用に供されるものが、医療機関から再製造単回使用医療機
器の製造販売業者に引き渡された後に、再製造等の工程から逸脱して不法投棄された場合、
廃棄物処理法はどのように適用されるのか。�

Ａ６ 　廃棄物が不法投棄された場合には、廃棄物処理法第16条違反に該当し、生活環境の保全上
の支障が生ずるおそれが高いことから、都道府県等は、速やかに行為者を確知し、措置命令に
より原状回復措置を講ずるように命ずることが想定される。 

　　 　例えば、使用済み単回使用の医療機器が医療機関から製造販売業者に引き渡された段階で、
再製造の用に供する予定のものであったにもかかわらず、製造販売業者が当該使用済み単回使
用の医療機器を不法投棄したものである場合においては、製造販売業者が不法投棄の行為者と
して、措置命令等の対象となる。 

　　 　なお、排出事業者も廃棄物処理法の措置命令等の対象になる可能性があるが、通常は当該使
用済み単回使用の医療機器の性状、取扱い形態等に応じ、医療機関又は製造販売業者が対象と
なる。 

Ｑ７�　医薬品医療機器等法に基づく製造販売承認を取得するために、承認申請に係る各種評価
データの収集を目的として、試験的に使用済み単回使用の医療機器を処理する行為について
も、医薬品医療機器等法に基づくものとして、廃棄物処理法に基づく産業廃棄物処理業の許
可や産業廃棄物処理施設の設置の許可は不要となるのか。�

Ａ７ 　医薬品医療機器等法に基づく承認の申請の準備のために、試験的に使用済み単回使用の医療
機器を処理することは、医薬品医療機器等法関連法令に従って行う単回使用の医療機器の再製
造等には該当しないため、当該使用済み単回使用の医療機器が廃棄物に該当する場合は、廃棄
物処理法が適用される。 

　　 　なお、当該使用済み単回使用の医療機器が産業廃棄物として廃棄物処理法の適用を受けるこ
ととなっても、「「規制改革・民間開放推進３か年計画」（平成17年３月25日閣議決定）にお
いて平成17年度中に講ずることとされた措置（廃棄物処理法の適用関係）について」（平成
18年３月31日付け環廃産第060331001号通知）を踏まえて、都道府県等に試験研究計画
の届出を提出し、試験研究計画が承認された場合には、産業廃棄物処理業及び特別管理産業廃
棄物処理業の許可並びに産業廃棄物処理施設の設置の許可を必要としないこととされている。 
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　日頃から大阪湾広域臨海環境整備センター（大阪湾フェニックスセンターをご利用いただ　日頃から大阪湾広域臨海環境整備センター（大阪湾フェニックスセンターをご利用いただ
きありがとうございます。きありがとうございます。
　大阪湾フェニックスセンターでは、泉大津沖埋立処分場での安定型産業廃棄物の受入を終　大阪湾フェニックスセンターでは、泉大津沖埋立処分場での安定型産業廃棄物の受入を終
了し、大阪府下で排出する了し、大阪府下で排出するがれき等の安定型産業廃棄物がれき等の安定型産業廃棄物の受入をの受入を大阪基地大阪基地（（大阪市西淀川大阪市西淀川
区中島２丁目区中島２丁目））で始めました。で始めました。
　今まで　今までがれき等の安定型産業廃棄物がれき等の安定型産業廃棄物の処分に大阪湾フェニックスセンターをご利用いただの処分に大阪湾フェニックスセンターをご利用いただ
いていなかった府内の排出事業者様も、この機会にぜひ一度、いていなかった府内の排出事業者様も、この機会にぜひ一度、大阪基地のご利用を検討くだ大阪基地のご利用を検討くだ
さい。さい。（※石綿含有産業廃棄物の受入は終了しています。）（※石綿含有産業廃棄物の受入は終了しています。）

　なお廃棄物処分についてのご相談・お問い合せは、下記にて承りますので、ご連絡をお待　なお廃棄物処分についてのご相談・お問い合せは、下記にて承りますので、ご連絡をお待
ちしています。ちしています。

産業廃棄物の最終処分場をお探しの皆様へ

大阪湾フェニックスセンター 大阪基地のご案内

大阪湾広域臨海環境整備センター　業務課大阪湾広域臨海環境整備センター　業務課
　　　　電話　０６－６２０４－１７２２　　　　電話　０６－６２０４－１７２２
HP http://www.osakawan-center.or.jp/HP http://www.osakawan-center.or.jp/

＜お問い合せ先＞＜お問い合せ先＞
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労災情報� INDUSTRIAL ACCIDENT INFORMATION

　産業廃棄物処理業界で発生した労働災害を参照し、皆様の職場での無事故・無災害に向けた対策
を推進してください。

ベルトコンベアーに挟まれる

機械設備・有害物質の種類（起因物） ベルトコンベヤー

災害の種類（事故の型） はさまれ・巻き込まれ

被害者数 けが人数：1人（50代）

【同類事故防止対策】厚生労働省「職場のあんぜんサイト」より
　・巻き込まれリスクのある回転部分にはガード（覆い、囲い等）を設ける
　・電源を切り機械を止めて作業を行う
　・危険源の近くには手が届く範囲に非常停止スイッチを備える
　・作業手順を定め教育訓練を実施する
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事 報業 告
B u s i n e s s 　 I n f o r m a t i o n

　ここでは、公益社団法人大阪産業資源循環協会が実施・協力した事業等（令和３年６月中
旬～令和３年９月上旬）の概要を紹介します。

全国産業資源循環連合会近畿地域協議会

日　時　令和３年７月９日（金曜日）15時00分

場　所　びわ湖大津プリンスホテル／

　　　　コンベンションホール「淡海」

議　題　・�新型コロナウイルス感染症への対応に

ついて

　　　　・�令和元年度産業廃棄物処理事業者によ

る災害廃棄物の処理能力調査の概況お

よび令和３年度大規模災害発生時にお

ける近畿ブロック災害廃棄物対策調査

検討業務について

　　　　・�全国産業資源循環連合会および全国産

業資源循環連合会政治連盟の活動状況

について、等

参画者　片渕　昭人（会長）

　　　　浜野　廣美（副会長）

　　　　井出　　保（副会長）

　　　　濵田　篤介（副会長）

　　　　龍野　浩一（専務理事兼事務局長）

　　　　河野　伴弥（常務理事）

全国産業資源循環連合会
正会員事務局責任者会議

日　時　令和３年７月16日（金曜日）13時00分

場　所　オンライン会議（ZOOM）

議　題　・�「令和３年度事業計画」及び「総務倫

理委員会における今後の事業の方向と

重点に関する検討状況」について

意見交換　・�令和３年度講習会の追加開催の報告

について

　　　　　・�労働安全衛生事業に関する報告につ

いて

　　　　　・人材育成事業の検討について

　　　　　・業務主任者資格制度について

　　　　　・災害廃棄物委員会について

参画者　　河野　伴弥（常務理事）

令和3年度大規模災害発生時
廃棄物対策近畿ブロック協議会

日　時　令和３年７月28日（水曜日）10時50分

　　　　意見提出

場　所　書面会議

議　題　・�災害廃棄物処理に係る現状及び近畿ブ

ロックにおける令和３年度の取組概

要・スケジュール

　　　　・�令和３年度の協議会における調査検討

事項及びモデル事業の詳細

　　　　・�協議会ワーキンググループによる意見

交換会の実施内容（案）

参画者　龍野　浩一（専務理事兼事務局長）

木材開発㈱産業廃棄物法研修

日　時　令和３年７月29日（木曜日）13時00分

場　所　木材開発㈱／大阪本社3階�大会議室�他

内　容　�定義と区分、事業者処理責任、処理業

者、処理委託基準、管理票制度　ほか

参加者数　50名程度

講　師　龍野　浩一（専務理事兼事務局長）

優良認定推進研修会

日　　時　令和３年８月２日（月）14時00分

場　　所　オンライン開催（ZOOM）

参加者数　５社８名

講義１　法令改正情報

講　師　龍野　浩一（専務理事兼事務局長）

講義２　電子マニフェストの運用

講　師　辻岡　昌子（特任職員）

講義３　エコアクション21認証登録制度

講　師　エコアクション21地域事務局大阪

　　　　西迫一二三氏
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ローズク ップア ！ １

環境教育等促進法に基づく「人材認定等事業登録制度」の
新規認定について（廃棄物管理士講習会【公益社団法人大
阪府産業資源循環協会】）

環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律（環境教育等促進法）に基づく「人材認定
等事業」登録制度について、令和３年６月30日に「廃棄物管理士講習会（考査を含む）」が認定
されましたのでお知らせいたします。

１　新たに登録された「人材認定等事業」について�

事業の名称
　　廃棄物管理士講習会（考査を含む）【講習会実施要項　http://haikibutsu-kanrishi.jp/】
事業者名
　　公益社団法人 大阪府産業資源循環協会（大阪府大阪市中央区農人橋１丁目１番22号大江ビル３Ｆ）
事業内容
　　 　産業廃棄物処理の出発点であり、重い処理責任を全うしなければならない排出事業者に廃棄物処理

法の仕組みをわかりやすく伝え、現場で活用できる適正処理の知恵を身につけてもらうための廃棄物
管理士講習会を実施しています。講習会に合わせて廃棄物処理に必要な知識が備わっていることを確
認するための考査を実施し、合格者には「廃棄物管理士」の資格を付与しています。「廃棄物管理士」
には修了証と認定証（カード）が発行されます。（令和２年度は175人を「廃棄物管理士」として認定）

２　「人材認定等事業」登録制度について�

　　 　環境教育等促進法第11条に基づき、民間事業者が行
う環境保全に関する知識や指導に係る能力を有する者等
の育成・認定、環境教育等に関する教材の開発等の事業
を、国が登録する制度です。本制度は、登録された事業
の環境教育の質の高さを担保するとともに、それらの事
業を周知することで、環境人材の育成等の更なる促進、
環境教育等を実践しようとする人や団体による、ニーズ
に合わせた人材や教材へのアクセスを円滑にします。

　　 　現在、52件の事業が登録、年間約13,600人（令和
元年度）の認定・育成が行われています。

　　　（参考：人材認定等事業の登録制度について
　　　　http://www.env.go.jp/policy/post_96.html）
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ローズク ップア ！ ２

廃棄物処理・リサイクルIoT導入促進協議会に入会しました！
電子契約の事業化やSNSを活用した事業拡充等、業界及び協会のDXに有効な情報収集と関係機
関・団体との交流・連携を強化維持するため、この度本会が廃棄処理・リサイクルIoT導入促進
協議会に入会したことをお知らせいたします。
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※協会ホームページのお申込みフォームは10月上旬に公開を開始します。
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Clean Life オンラインのバックナンバー

令和３年

６月14日 　  　

Vol.417■�【一部修正】（環境省）新型コロナワクチン職

域接種の申請受付開始について

６月15日 　  　

Vol.418■�（環境省）【産業廃棄物処理業者対象】令和３

年度政府支援策一覧のお知らせ

Vol.419■�（大阪府主催）「大阪府石綿飛散防止対策セミ

ナー」のご案内

６月16日 　� 　

Vol.420■�（一社）和歌山県産業資源循環協会及び（公

社）京都府産業資源循環協会　新会長就任のお

知らせ

６月18日 　� 　

Vol.421■�（低炭素関係）脱炭素社会構築のための資源循

環高度化設備導入促進事業の公募について

Vol.422■有害物ばく露防止対策補助金のご案内

６月25日� 　� 　

Vol.423■�＜大阪府からのお知らせ＞新型コロナウイルス

感染症の感染拡大防止に向けた取組について

Vol.424■�＜全国産業資源循環連合会主催＞「産業廃棄物

処理ｅ-ラーニング講座（令和３年度）開講」

のご案内

６月29日� 　� 　

Vol.425■�電子マニフェストシステムの障害に伴う電子マ

ニフェスト情報の登録等の取扱いについて（令

和３年６月24日ＪＷネットシステム障害）

７月１日� 　� 　

Vol.426■�（環境省）「廃棄物に関する新型コロナウイル

ス感染症対策ガイドライン」の一部改定につい

て

７月５日� 　� 　

Vol.427■�優良認定推進研修会（電子マニフェスト及びエ

コアクション21に関する説明会）のご案内

Vol.428■�＜大阪市からのお知らせ＞大阪市発注工事にお

ける電子マニフェストの義務化及び本市が排出

する産業廃棄物処理委託における電子マニフェ

ストの使用について

Vol.429■�大阪市主催「電子マニフェストシステム操作研

修会」開催のご案内
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７月９日� 　� 　

Vol.430■�（低炭素関係）中長期のＣＯ２削減目標に向け

た中小企業の取組を支援します

７月12日� 　� 　

Vol.431■�＜大阪府からのお知らせ＞新型コロナウイルス

感染症の感染拡大防止に向けた取組について

Vol.432■�（JWセンター主催）2021年度講習会について

７月13日� 　� 　

Vol.433■�令和３年７月の緊急事態宣言を踏まえた新型コ

ロナウイルス感染症に係る廃棄物の円滑な処理

について

７月14日� 　� 　

Vol.434■�大阪湾フェニックスセンター大阪基地のご案内

７月15日� 　� 　

Vol.435■�令和３年度廃棄物管理士講習会　追加開催のご

案内

７月16日� 　� 　

Vol.436■�電子マニフェスト導入実務研修会（Web説明

会）の開催について

７月28日� 　� 　

Vol.437■�（低炭素関係）環境配慮型先進トラック・バス

導入加速事業の公募開始について

８月２日� 　� 　

Vol.438■�廃棄物管理士講習会が環境教育等促進法に基づ

く「人材認定等事業登録制度」に認定されまし

た

８月３日� 　� 　

Vol.439■�（環境省）ワクチン接種の廃棄物の処理に関す

るチラシの周知について

８月４日� 　� 　

Vol.440■�＜大阪府からのお知らせ＞新型コロナウイルス

感染症の感染拡大防止に向けた取組の周知につ

いて

８月17日� 　� 　

Vol.441■�第39回有害・医療廃棄物研究講演会のご案内

８月18日� 　� 　

Vol.442■�新型コロナウイルス感染症対策に関する情報提

供について

Vol.444■�「新型コロナウィルス感染症対応労災上乗せ制

度」の募集について（ご案内）

８月19日� 　� 　

Vol.443■�「令和３年豪雨災害等被災者のための心と健康

の相談ダイヤル」の設置について

８月20日� 　� 　

Vol.445■�（JWセンター主催）2021年度　医療関係特管

責任者講習会について

８月23日� 　� 　

Vol.446■�＜大阪府からのお知らせ＞新型コロナウイルス

感染症の感染拡大防止に向けた取組の周知につ

いて

８月24日� 　� 　

Vol.447■�産業廃棄物処理業の景況動向調査について

８月30日� 　� 　

Vol.448■�建設汚泥処理物等の有価物該当性に係る第三者

認証について

８月31日� 　� 　

Vol.449■�最低賃金額の引上げに向けた中小企業・小規模

事業者支援事業等について

９月１日� 　� 　

Vol.450■�2021年度「会員名簿」及び「処理処分施設マッ

プ」作成のための調査について

９月２日� 　� 　

Vol.451■�令和３年度最終処分場維持管理技術研修会（オ

ンライン）の開催について

９月10日 　� 　

Vol.452■�石綿事前調査結果報告システムの活用及び建築

物石綿含有建材調査者の周知について
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事 案業 内
B u s i n e s s 　 P r o s p e c t u s

　新型コロナウィルス感染防止のため、弊会ではご来所の皆様及び弊会職員の安全を優先した上で、業務
を行ってまいります。ご迷惑をお掛けいたしますがご理解いただけます様、お願い申し上げます。また、
感染状況によっては変更することがありますので、最新情報は弊会ホームページでお確かめください。

産業廃棄物の新規・更新許可講習会及び
特別管理産業廃棄物管理責任者講習会について

　令和２年度に引き続き、新型コロナウィルス感染予防に配慮した講習会が実施されます。まず事前
にインターネットで受講者各自でオンライン講義を受講（視聴）し、試験のみを指定日時に会場にご
来場して受験していただく二段階形式の講習会です。試験日は本紙の裏表紙に掲載しております。

　申込から試験までの流れ
インターネット（JWセンターのサイト）で受講を申し込む

↓
受講料の支払い（銀行振込・コンビニ払い・クレジットカード）

↓
講習会テキストの郵送

↓
各自でインターネット（JWセンターの受講者専用サイト）で講義を視聴

↓
講習会申込時に指定した試験会場で受験

※ この講習会の申し込み方法は、ＪＷセンターのホームページでのインターネット申し込みのみで
す。詳細はＪＷセンターのサイトをご覧ください。なお、電話・書面による申込みはできませんの
で予めご了承願います。

ＪＷセンター（公益財団法人日本産業廃棄物処理振興センター）
https://www.jwnet.or.jp

新型コロナウィルス感染症拡大を受けた10月以降の協会対応について

廃棄物管理士講習会について
　受講者席の間隔を広げるため、定員を100名から50名に減らして実施しております。なお、状況
により定員は変更いたします。講習会日程は本紙の表紙裏面をご覧ください。受講ご希望の方は弊会
までお問合せください。
※�昨年までと会場が変わります。大阪メトロ（地下鉄）・京阪電車「天満橋」駅から徒歩3分の國民
會館（武藤記念ホール）です。
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新規入会会員紹介

賛助会員 　� 　 令和３年７月～令和３年９月に入会した会員

退会会員 　� 　 令和３年７月～令和３年９月に退会した会員

株式会社　日本トリム

プロフレックス　株式会社

代　表　者 森　澤　紳　勝
住　　　所 〒531-0001　大阪府大阪市北区梅田2-2-22　ハービスエント22階
電�話�番�号 06－6456－4630 ＦＡＸ番号 06－6455－3952

業�務�内�容 家庭用電解水素水整水器、カートリッジの製品開発及び販売、医
療（血液透析）用水処理装置の製品開発及び販売等

代　表　者 中　才　悦　夫
住　　　所 〒337-0033　埼玉県さいたま市見沼区御蔵1172
電�話�番�号 048－687－6222 ＦＡＸ番号 048－687－6223
業�務�内�容 油圧ホース・口金・継手の製造販売

正 会 員 賛助会員
社　名 社　名㈱摂津清運

松本清掃㈱
トラックオフ
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入会のメリット
社会的信用の向上

　本会の事業は、環境分野における不特定多数の利益の増進に寄与するものです。そのような事

業を推進する団体に入会することは、取引先や顧客（一般消費者）、さらには融資元等から環境

意識の高い企業として認知され、社会的信用を得ることに繋がります。CSR（企業の社会的責任）

が、もはや世間の常識となっている現在、以上の傾向は今後ますます強くなっていくものと考え

られます。

相談・助言を受ける機会の優先
　排出事業者にとっても、産業廃棄物処理業者にとっても、廃棄物処理法や関係法令は非常にか

かわりの深いものです。しかしながら、これほど解釈・運用の困難な法令も珍しく、専門的な相

談・助言を受けたいと思われている方は多数いらっしゃることと思います。本会に入会すると、

廃棄物処理法に関する講演・執筆等の実績が豊富な常駐の職員による相談・助言を優先的に受け

ることができます。

建設業の経営事項審査の加点対象となります
　建設業法施行規則の一部が改正されたことに伴い、平成30年４月１日より経営事項審査の評価

項目及び基準が見直され、社会性評価の項目の中で、防災協定を締結している業者には、加点数

が従来の15点から20点に引き上げられました。本会は平成18年３月27日に大阪府と「地震等大規

模災害時における災害廃棄物処理等の協力に関する協定」、平成29年10月12日に大阪市と「災害

時における廃棄物の処理等の協力に関する協定」、平成30年４月27日に堺市と「災害廃棄物の処

理等に関する協定」、平成30年５月28日に泉佐野市と「災害廃棄物の処理等に関する協定」を締

結しており、会員の皆様は、本会交付の証明書により、この制度をご活用いただけます。証明書

発行を希望される方は、本紙の次のページに掲載している「経審の防災協定に係る協会加入証明

交付願」に必要事項をご記入のうえ、本会にFAXでお送りください。

講習会・研修会への無償又は割引参加
　本会が実施する廃棄物管理士講習会に通常の半分の費用で受講できます。また、産廃塾、リス

クアセスメント推進研修会、廃棄物収集作業向上研修会、施設見学会には無償で参加できます。

法令集・技術資料集・手引書等の無償又は割引入手
　本会が発行する刊行物を無償で、又は割引して入手できます。また、個別の希望に応じ、適当

な資料等の提供を受けることもできます。

意見交換、 福利厚生
　定例開催される、会員間の懇親・親睦を深めるための会に参加できます。
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経審の防災協定に係る協会加入証明交付願 

 

※必ず全てご記入ください 

許可番号 

（土木、建築に関する） 

（例） 国土交通大臣許可（特-9）第 22222号 

    大阪府知事許可（般-11）11111号 

 

 

許可年月日  

会社名  

代表者氏名  

所在地 

〒 

 

 

 

ＴＥＬ番号  

ＦＡＸ番号  

本件担当者  

経審の審査基準日 

（決算日） 
    年    月   日 

申請年月日           年   月   日 

 

公益社団法人大阪府産業資源循環協会 

会長 片渕昭人 殿 

 

ＦＡＸでお申込み下さい（ＦＡＸ番号 06-6942-5314） 
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Member

Information

会員紹介
会 社 名 株式会社 高　産
住　　所 大阪府八尾市太田新町7丁目184番地

代表者名 髙 田 昌佐己 代表者役職 代表取締役

従業員数 23名 会社設立日 平成14年4月1日

インタビュー

本　　社　　　　　　　　　大阪府八尾市太田新町7丁目184番地
八尾リサイクルセンター　　大阪府八尾市太田新町7丁目184番地
藤井寺リサイクルセンター　大阪府藤井寺市川北1丁目46番3号
事業内容　　　　　　　　　産業廃棄物収集運搬業
　　　　　　　　　　　　　産業廃棄物処分業
Ｕ Ｒ Ｌ　http://takasan-sanpai.com

平成14年4月1日 有限会社高産設立
平成15年5月2日 産業廃棄物収集運搬業許可取得
平成17年4月1日 株式会社高産に組織変更
平成24年1月23日 産業廃棄物中間処理業（破砕）許可取得
平成27年6月11日 EA21認証取得
平成27年6月19日  公益社団法人大阪府産業資源循環協会優良事業所表彰

（一般部門）受賞
平成29年6月15日  公益社団法人全国産業資源循環連合会地方優良事業所

表彰受賞
平成30年5月31日 産業廃棄物収集運搬業（積替保管）許可取得

H I S T O R Y

株
式
会
社 

高
産
　
専
務
取
締
役

髙
　
田
　
実
佐
大 沿　革

Twitter Facebook Instagram
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　　御社の概要をお聞かせください。
髙田�：当社は、建設廃棄物をはじめ各種産

廃の収集運搬・積替え保管・中間処理
を行っています。品目としては建設廃
棄物、特に混合廃棄物が中心で、がれ
き、建築廃材などの木くず、金属く
ず、廃プラスチック、ガラスくず、紙
くずなどを破砕・選別し、再生可能な
ものはそれぞれの専門業者を引き渡
し、それ以外は最終処分場へ運んでい
ます。サービスとしましては、建設現
場や顧客企業にコンテナを設置し、定
期的に入れ替えることで廃棄物を収集
する形が多いですね。当社では各種コ
ンテナ車やダンプ車を保有し、顧客の
多様なニーズに応えられる態勢を整え
ています。

　　 　事業拠点は、八尾リサイクルセン
ターと藤井寺リサイクルセンターの２
カ所。八尾は中間処理がメインで、藤
井寺は積替え保管に対応しており、非
飛散性アスベスト建材（石綿含有成形
板など）も受け入れ可能です。また、
ふたつの拠点は車で５分ほどと近く、
受け入れ物の性状などに応じて柔軟な
対応ができるようにしています。

　　�2002年の設立ですから、業界では比
較的新しい企業です。参入のきっかけ
は？

髙田�：当社は私と社長（髙田昌佐己氏）を
含む３人兄弟で立ち上げたのですが、
もともとは全員が父親の経営する建築
資材販売の会社に勤めていたんです。
しかしある時、父が「材料業界は先行
きが厳しい。兄弟３人で起業して、新
しいことをやってみろ」と言って、引退してしまいまして（笑）。ではどうしようかと相談するなか
で出てきたのが、産廃の収集運搬業でした。

　　 　父の会社では、建材の納品に行った帰り便を活用して産廃の収集運搬も行っていたので、トラック
などの機材もありましたし、私たち自身も馴染みがありました。それで、兄弟で資金を出し合い、有
限会社高産として設立したのが始まりです。大阪府産業資源循環協会には父の会社のときから出入り
していたのですが、当社の立ち上げに合わせ、改めて入会しました。

八尾リサイクルセンター

藤井寺リサイクルセンター
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　　ドラマのような経緯ですね。
髙田�：当時、父親は50歳前、私たち兄弟も20歳そこそこですから、よくやったなと（笑）。ただ、父と

しては兄弟３人で支え合えば何とかなる、と信頼はしてくれていたようです。
　　 　その後、産廃の収集運搬業許可を取得し、設立５年で株式会社化。設立10年の節目に念願だった

中間処理業許可を取得して、八尾リサイクルセンターを稼働しました。同センターの稼働までには、
協会からの助言や、協会を通じた業界内のつながりに助けられましたね。藤井寺リサイクルセンター
についても、コンテナの新たな置き場を探していたときに、同業者の方から空いている施設があるか
ら借りてくれないか、と声を掛けていただきまして。実際にその施設を見てみると、すでに産廃業者
向けの設えになっていましたので、じゃあ積替え保管もやってみようと、許可を取得した次第です。

　　近年は、人材育成に注力されているそうですね。
髙田�：廃棄物業界に共通する課題だと思

うのですが、以前は当社でも従業員
の定着率が悪く、そのために業績も
なかなか伸びきらず……という状況
があったんです。そうしたなかで、
一度ちゃんとコストを掛けて取り組
んでみようと、３年ほど前から試行
的にコンサルタント会社を入れて改
善を図ることとしました。経営者向
けの講座や社員向けの講座など、多
様なプログラムで社員教育を進めて

人材育成プログラムで社内改革
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いきましたが、特に変わったのは我々経営陣の考え方です。経営における理念や方針などを整理する
とともに、業務に関わる部分は仕組み化を進め、人材をちゃんと育てなければならない、と。

　　 　これに並行して、マネジメントゲーム（MG）研修も２年ほど前から始めました。MGはソニーが
開発したことで知られる経営者育成研修で、ボードゲーム上で楽しみながら企業経営の体験学習がで
きるものです。経営陣だけでなく社員も受講することで、経営感覚を養うともに、業務上のさまざま
な気づきや学びがあって、効果を実感しています。社員にも好評で、現在ではインストラクター資格
を社内で２名が取得しており、毎月１回程度MG研修を続けていますよ。

　　 　そのほか、エマジェネティックス（人の行動と思考の特性を把握するプロファイリングツール）の
受講やTOC研修（制約条件の理論に基づいた参加型研修）なども実施して、社員の資質向上に努め
ています。こうした研修を経て、現在は離職率も下がり、業績も上向いてきました。コロナ禍で扱い
量は減少気味ですが、利益率はむしろ改善しています。何よりも、社員が生き生きとして業務に取り
組んでおり、数年前とは見違えるほど社内の雰囲気も良くなりました。

　　御社のSNSでの発信を見ても、楽しく仕事をされている様子が伝わってきます。
髙田�：SNSの取り組みは、まさに社員が中心となって始まったものです。人材募集を中心とした活用を

進めていますが、ただ募集するのではな
く、同時にどんな会社なのかをあらかじめ
知ってもらえれば入社後の齟齬は少なくな
りますし、雰囲気に惹かれての応募もある
のではないかという発想ですね。

　　 　また、社内にも好影響が出ています。社
員全員がFacebookにアカウントを作っ
て、週１回以上の投稿をしているのです
が、相互に記事を見ることで会話のきっか
けとなり、お互いを知る機会が増えました
し、会社全体の活気につながっています
ね。それが社外にも伝わっているようで、
会社のアカウントのフォロワーも短期間で
1000人を超えるなど、企業PRとしての
効果も出ています。

　　 　労働安全衛生についても力を入れてい
て、整理・整頓・清掃の環境整備を毎日の
朝礼後に社員全員で20分を掛けて行って
います。加えて、部署ごとの環境整備も月
に３回実施するほか、安全委員会を月１回
は開催して安全意識の共有を図っています
よ。
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八尾を代表する混廃処理業者を目指して
　　先ほど、コロナ禍で扱い量が減少傾向だと。
髙田�：当社の顧客は中小企業、特にリフォーム会社が多いのですが、緊急事態宣言の発出に大きく左右さ

れる状況が続いています。宣言が発出されれば人との接触を制限しなければならず、工事の中断や延
期もありますし、現場への訪問を断られるケースも多いです。一方で、宣言が解除されると工事が進
み始めたり、店舗の入れ替えなどで内装解体が増えたりしますから、徐々に戻っていくと。

　　 　全体で見ますとコロナ禍前後で受け入れ量は15～20％程度落ちています。自粛によって住環境へ
の関心が高まり、リフォームが伸びているとも聞きますが、当社の関係先については減少のほうが大
きいようです。ちなみに、処理物の傾向にはいまのところ大きな変化がないですね。若干増えている
のは、石膏ボードと木くずでしょうか。このあたりは近隣の同業者との信頼関係もあって、特に出し
先に困っているといったことはありません。

　　 　しかし、繰り返しになりますが、こうした状況下でも利益率が改善しているのは、社員教育に力を
入れた結果だと考えています。「社員教育を続けて潰れた会社はない」という言葉をコンサルタント
の方から聞きましたが、それを実感しますね。

　　建設系混廃処理のニーズも高まっています。
髙田�：まずは混廃をターゲットとして、ニーズを確実に掴んでいくのが現在の課題です。地域や業種を

絞ったダイレクトメールなどを活用し、多くの皆さんに当社のことを知っていただくべく広い営業を
展開しています。具体的な計画があるわけではないですが、ゆくゆくは新しい工場を取得して設備も
新しいものを導入し、混廃の選別もできたら……という考えもあります。そうして、“八尾で混廃と
いえば高産”と言われるくらいのシェアを獲得したいですね。

　　今後の抱負を。
髙田�：ひとつは社内向けの取り組みとして、続けてきた社員教育にさらなる力を入れ、より楽しい職場づ

くりに取り組むこと。もうひとつは社外に向けて、顧客に選んでいただける企業になるべく変化を続
けること。そのためにも、顧客へのヒアリングなどを通して、どう自分たちが進化していくべきかを
見極めていきたいですね。

　　 　「私たちは進化し続ける組織です」というのが、当社の経営理念です。顧客が求めるものをいち早
く見極め、スピード感を持って変化していくことで、顧客や社会に喜ばれる会社づくりをして参りま
す。

　　本日はありがとうございました。



C 　 L 　 E 　 A 　 N 　    L 　 I 　 F 　 E

492021.9 Clean Life 

氏　　　　　名 箱　井　孝　彦
所　属・役　職 営　業　部

自　己　紹　介

会社から
の一言

　箱井さんが入社して２年ほどですが成長スピードの速さに驚かされています。
　研修等での効果はあると思いますが本人が進化しようとする素直さがある事が一
番の要因だと思います。わからない事は直ぐに聞く！その後すぐやる！失敗しても
同じ過ちを繰り返さない！この会社の考えを熟知して素直に行動しています。
　そして定期的に社内研修や外部への研修への参加をしているのですが学ぶことの
楽しさを社内へ浸透させてくれたのが箱井さんです。
　今までは会社に言われたから研修に参加するという考えの人が多かったのが箱井
さんは自分から研修に参加させて欲しいと直訴してきたり、休日に自腹で研修に参
加したりして行動を起こして周りの人たちを巻き込んでいきました。本当に感謝で
す。業務以外でも社員同士のコミュニケーションの潤滑油の様な役割を担っている
と思います。年齢的には中間層ですが上にも臆せず丁寧に、下の人にも気遣いがあ
りみんなが楽しく過ごせる様に行動しているので社員同士の雰囲気が箱井さんのお
かげですごく良くなっていると思います。
　今後期待する事は営業マンとしての実力やお客様との信頼関係を今以上に育んで
欲しいと思います。
　そしてリーダーシップを発揮して営業部を引っ張っていって欲しいと思います。

わが社のホープ！ （頑張っている従業員の紹介）

　皆様、初めまして！
　㈱高産の営業部に所属しています、箱井孝彦(ハ
コイタカヒコ)と申します。
　主な業務内容は既存や御新規のお客様に対し、産
業廃棄物の処分に関する御見積や契約書の作成、各
種提案を行っております。この仕事でやりがいを感
じる事は、自分で計画を持って行動した事が後々、
結果として結びついた時の達成感がとても嬉しい
事。また、個人の裁量が大きい為、気づいた点や改
善点を指摘すると、会社全体がその問題に対して取
り組んでいってくれる仕組みがある為、色々な意見
を出しやすい事です。
　今後の目標としましては、個人のみではなく営業
部全体を広い視野で見ることで見えなかった部分の
改善や最適化を出来るようになりたいと思います。
最近はＭＧ研修への参加が楽しくて、日々の意思決
定を早くする訓練に取り組んでいます。
　好きな事は、趣味という域には達していませんが
ゴルフを始めました。まずは100切り目指して頑
張っています。
　こんな私ですが、宜しくお願い致します。

I N T E R V I E W
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　この度、組織広報委員長に就任いたしました、高好健二で御座います。
　大阪府産業資源循環協会に入会させて頂き早20年が過ぎます。前会長の國中賢吉会
長がよく演説で「悪貨が良貨を駆逐する」のキーワードは今でも思い出深い時代背景に
思います。
　私の協会青年部活動の参加は約15年前で当時の青年部会長は田中公治さんでした。
協会に慣れない私の手を引っ張って幹事会、ブロック会議、総会、フォーラムのイベン
ト集まりに参加し、田中会長が１人１人丁寧に名刺交換、ご挨拶にご紹介して頂いた事
がつい最近の様で懐かしい限りです。
　昨今、循環型社会・３Ｒを国が掲げ国内で集めた廃棄物を中国、アジア等に輸出する
時代が終わった様に思います。今後、環境問題、脱炭素問題を世界レベルで一緒に地球
温暖化対策を考えないと手遅れに成ります。
　先ずはコロナの終息が急がれる中、リサイクル事業の関わる仕事柄、大阪府産業資源
循環協会の一員として、業界、協会を通じて社会に貢献出来る様に力を尽くします。
　今後とも、ご指導、ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。

 組織広報委員長　高好　健二
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開催期日 受講日数 定　員
2021年 11月19日㈮ １日 50名

12月  3日㈮ １日 50名
2022年 1月28日㈮ １日 50名

2月25日㈮ １日 50名
3月18日㈮ １日 50名

國民會館 大阪市中央区大手前2-1-2
國民會館住友生命ビル12階
TEL06-6941-2433

京阪シティー
モール

國民會館

土佐堀通
OMMビル

ファミリー
マート

合同庁舎3号･1号館

谷町1丁目

京阪電鉄
天満橋駅
14番出口

地下鉄谷町線
天満橋駅3番出口

大手前

谷町2丁目

※地下駐車場は南側より入庫

●●●

●●● ●●●

●●●

谷
町
筋

上
町
筋

Ⓟ
谷
町
地
下
　
　
駐
車
場

大
阪
城

Ｎ

開催場所

武藤記念ホール

（※1）新規産業廃棄物処分試験に追加して新規収集運搬試験を受験することができます。 
（※2）新規特別管理産業廃棄物処分試験に追加して新規特別管理産業廃棄物収集運搬試験を受験することができます。
（※3）更新処分試験に追加して更新収集運搬試験を受験することができます。
（※4）試験日が追加されました。7月20日から受付が始まります。
　　　  すでにお申込み済みの方の会場変更は、7月20日以降にJWセンターにお電話でご連絡ください（03-5275-7115）。

講習会： 「講義」は事前に各自会社や自宅等でオンラインで受講し、「修了試験」は上記日程表に記載した試験会場に来
場して受験する２段階形式の講習会となります。

講習会の申込はインターネット申込みのみです。
詳細は講習会主催者のＪＷセンターのサイト　https://www.jwnet.or.jp　をご覧ください。

産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の許可申請に関する講習会（新規・更新）
特別管理産業廃棄物管理責任者に関する講習会

講習会試験日　近畿地区日程表

新規 更新
特別管理産業廃棄物

管理責任者試験産業廃棄物
収集運搬試験

産業廃棄物
処分試験（※1）

特別管理産業廃棄物
収集運搬試験

特別管理産業廃棄物
処分試験（※2） 収集運搬試験 処分試験（※3）

受講料 ¥30,500 ¥48,700 ¥46,600 ¥68,800 ¥19,900 ¥25,200 ¥13,800
2021年
5月

兵庫会場： 
　25日（午後）26日（午後）

兵庫会場： 
　25日（午前）26日（午前）

6月

大阪会場： 
　2日（午前）3日(午前） 
滋賀会場： 
　9日（午前）(午後） 
奈良会場： 
　 22日（午後）

大阪会場： 
 　2日（午後）3日（午後） 
奈良会場： 
　22日（午前） 
京都会場： 
　23日（午後）24日（午後） 
大阪会場： 
　23日（午後）24日（午後） 
奈良会場： 
　23日（午後）

京都会場： 
　23日（午前）
　24日（午前）

大阪会場： 
　23日（午前）24日（午前） 
奈良会場： 
　23日（午前）

7月 大阪会場： 
　27日（午前）28日（午前）

兵庫会場： 
　6日（午後）7日（午後） 
滋賀会場： 
　29日（午後）30日（午前）

兵庫会場： 
　6日（午前）7日（午前） 
大阪会場： 
　27日（午後）28日（午後） 
滋賀会場： 
　29日（午前）

8月
和歌山会場： 
　3日（午前） 
兵庫会場： 
　24日（午前）26日（午後）

兵庫会場： 
　25日（午後）
　26日（午前）

兵庫会場： 
　24日（午後）
　25日（午前）

和歌山会場： 
　3日（午後）4日（午前）

和歌山会場： 
　4日（午後）

9月
京都会場： 
　8日（午後）9日（午前） 
兵庫会場： 
　29日（午後）30日（午前）

京都会場： 
　8日（午前）10日（午後） 
大阪会場： 
　8日（午後）9日（午後） 
兵庫会場： 
　28日（午前）30日（午後）

兵庫会場： 
　28日（午後）
　29日（午前）

大阪会場： 
　8日（午前）9日（午前） 
京都会場： 
　9日（午後）10日（午前）

10月
大阪会場： 
　13日（午後）14日（午前）
京都会場： 
　26日（午前）

京都会場： 
　27日（午前）

大阪会場： 
　12日（午後）

大阪会場： 
　13日（午前） 
奈良会場： 
　22日（午前）（午後）
京都会場： 
　27日（午後）

京都会場： 
　26日（午後）

大阪会場： 
　12日（午前）14日（午後）

11月 大阪会場： 
　11日（午前）

大阪会場： 
　10日（午後） 
京都会場： 
　26日（午前）（午後）

大阪会場： 
　10日（午前）11日（午後）

12月 大阪会場： 
　15日（午後）16日（午前）

兵庫会場： 
　14日（午後）15日（午後）

大阪会場： 
　15日（午前）

兵庫会場： 
　14日（午前）15日（午前） 
大阪会場： 
　16日（午後）

2022年 

1月
兵庫会場： 
　19日（午前）20日（午前）

大阪会場： 
　13日（午後）14日（午後） 
兵庫会場： 
　19日（午後）

大阪会場： 
　13日（午前）14日（午前） 
兵庫会場： 
　20日（午後）

2月 大阪会場： 
　2日（午後）3日（午後）

大阪会場： 
　3日（午前）

大阪会場： 
　2日（午前）

和歌山会場： 
　9日（午前）（午後） 
京都会場： 
　17日（午後）18日（午後） 
兵庫会場： 
　18日（午後）

京都会場： 
　17日（午前）18日（午前） 
兵庫会場： 
　18日（午前）

3月 京都会場： 
　1日（午後）2日（午後）

京都会場： 
　1日（午前）
　2日（午前）

大阪会場： 
　9日（午後）10日（午後） 
滋賀会場： 
　10日（午後）11日（午後）

大阪会場： 
　10日（午前）

大阪会場： 
　9日（午前） 
滋賀会場： 
　10日（午前）11日（午前）

（午前）9：50開始　　（午後）13：30開始
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